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サービスイノベーションの新 み  

OI Ob ect,Infrastructure and ction フレームの提  

 

 
  （ 大学） 

 

 
要 サービスも するビジ ス 体のイノベーションを構 できる新たな みを提 する。

れは に提 するビジ スを ノ（Ob ect）,インフラ（Infrastructure）, アクション ction

の３ の要 で定 すると言う OI フレームである。この いは 産業のビジ スを 的に定 で

きる みを提 し これを用いることで に提 しようとするビジ スの 態を 果的に して

い 点から に構 することを することにある。 まり のサービスイノベーションに

まらず ノも めて ビジ ス 体のイノベーション実現 と大きく展開するための 考と方 の

み提 することを 的とする。 

 

問題 識 

 

 現在どの産業が 要なのかに関して 日本において えば のように３ の 論がある。 

 

 「 ノ り」が 要・・・・ 造業は日本の競争 の である。 

 「サービス」が 要・・・・GDP の でサービス業のウ イトが まる。 

 「インフラ」が 要・・・・新 国に対するインフラ が日本の新たな である。 

 

の主 は れ自 では もあり 異 を唱える はない。 れ れの活動を 化して

いくことは 要であろう。 

 ただし ここで 深いのは れ れの 論において 自分自 の い領域だけを うことの 界

があるという自 のもとに からの自分の領域を えて の領域にまで拡 しようとする動きの

あることである。 えば  

 

 「 ノ り」では なる「 ノ」だけはなく「 ト」 りも 野に入れるなどしていわゆるサ

ービスの領域にまで拡 しようとしている。 

 「サービス」では ノ  サービス  サービスシステム として ノを り もうとしている。 

 「インフラ」では インフラとはもともとサービスであるという言い方をしようとしている。 

 

これは を示しているのであろうか。 者は のように考える。すなわ ノ サービス インフ

ラなど れ れを起点（ ）にして の領域に拡 するという の 的なアプローチの に

体的 ノ サービス インフラを対 に う 体フレームのもとで ビジ スを定 するとい

うアプローチがあり るということである。 

 もし このような 体的フレームが構 できれば 実用性において に 業がビジ スを構

提 する際に大きな けとなるだろう。な ならば のどれが 要な領域かは国の い 産業

の発展段階の い あるいは 競争状態の いによって異なるはずであり に グローバルビジ ス

を展開する際には に なビジ スのパターンを できるフレームは 用と考えられるからで

ある。 

 

的と方  

 

 本 の 的は 業が に対して提 する のビジ スを 果的に定 （構 ）できる 明

なフレーム ークを構 することにある。この際に のようなことができるようにする。  
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 ・ は 国 国を問わずグローバル である。 

 ・提 しようとするビジ スを ノ提 インフラ提 サービス提 あるいは の 合 の 

  提 など のパターンの をもとに定 （構 ）できる。 

 ・ビジ ス分野は 産業 産業 ３ 産業など ての分野とする。 

  

 のようなフレーム ークを構 するために本 で採用する方 は まず あいまいなサービスの

定 を して いで ノ インフラ （新しい定 の）サービスの３要 からなる 合 デル

を構 するという に う。 

 

３ サービス定 の  

 

３  的なサービスの定 は行  

 

サービスの 的な定 は行 （アクション）であった。 まり 

 

    ・ が ノの 合・・・・・・ 造業 

    ・ が行 の 合・・・・・・サービス業 

 

という原 である。この原 は 日においても変わりはない。 

 

３  情報 識の によるサービス定 の  

 

 情報 識の によってサービスの定 に が じたというのが 者の見 である。 まり

日 情報 識を として提 すると れをサービス業として うが これは といわ るを

ない。この点を してみたい。 

 が情報 識の 合に の （ビジ ス）サービス業として うようになったのは のよ

うな論 構成だと著者は推 する。 

 

     ・ ノ   

     ・行    

 

として えて 

 

     ・ が の 合・・・・ 造業 

     ・ が の 合・・・・サービス業 

 

とした。古 的な産業構造の 合 の考え方は ら問題を じさ ない。 

 ところが 情報 識が となる 代に入ると この考え方を めると のようになってしまう。 

まり の論 構成を用いると 情報 識は であるから 

 

     ・ が情報 識の 合・・・・サービス業 

 

となるのである。これは 情報・ 識という は「行 」ではないが 「 」であるという点を

としたのである。 

 

３ ３ サービス定 の原点 （サービスは行 ）  

 

 本 では サービスは行 （アクション）であるとする 的定 を用いることにする。 して

ノには に示すように な ノ（ ）と 識 情報のような な ノ（ ）がある

とする。 
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     ・ ノ ノ ノ（ 情報 識）  

     ・サービス  行 （アクション） 

 

 この考え方の には 日の情報・ 識 会とは 情報・ 識を 別 しないで ノ（ただし

の）として う 代として 置 けたいということがある。 

 このような定 を採用することで これから提 するような新たなフレーム ークを構 することが

できる。（なお ここでの定 の見 しが であるかどうかは に提 するフレーム ークが

であるかどうかで するという立 である） 

 

OI  Ob ect, Infrastructure, and ction フレーム ーク 

 

 ビジ ス定 OI フレーム ーク 

 

 本 は に （ビジ スと

）を提 して の対 を るという

業活動を対 にする。 業はなるべ

く大きな対 を るために にお

ける 用 が く か 競合 業

よりも 的なビジ スを考 して提

することが必要となる。 

 このようなビジ スを ３ の要

 

   ノ（ ob ect）， インフラ

Infrastructure ア ク シ ョ ン

ction によって定 するというのが

OI フレーム ークである. 

 ここで ノには な ノの

の ノ（情報 識など）も ま ることが第 の である。 って いわゆる「サービス」は本

３で べたようにアクション（行 ）に 定することが第 の である。第３の は ノとア

クションとは 立に第３の要 としてインフラを 要 していることである。ここでインフラとは

業がビジ スを提 する際の えとなる み（資産）であり （ 造物 ット ーク

など）の 態が いが （ ランド のれ など）の 態もあり る。 

 ここで提 する OI フレーム ークを用いると 本 で べた 的を た ることを 以降で べ

たい。 

 

 いわゆる"サービス業 の 「

事の提 」を にして 

 

レストラン                                     

いわゆる サービス業 の として「 事

の提 」を り てみたい。まず 的

なレストランを考えてみる。 

（ ） に提 する ノは 事である。 

サービス業とはいえ ノとしての 事は

要でる。 え（ ー）と れの

質（おいしさ めずらしさ）を

に を与えるか 競合レストランより

かの で する。 
（ ）主要なインフラは （の ）であ

り を す をする。さらに 最

近では ット の ーム ージもインフ
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ラと言える。 
（３）主要なアクションは での 文 り （ に対する的確な 言 の 子をみて の

事の に合わ た的確な動 などの が必要）さらに ット に ーム ージがあれば こ

での もアクションと言える。 
（ ）OI フレーム ークを用いれば にように ノとインフラとアクションとを明確に 別し

た が 果的にできることが期 できる。しかし れだけに まらず に示す の のように

「 事の提 」のビジ スには なパターンがあり ることが明示的に構 ・ でき のどのパ

ターンが のビジ スに かどうかの を すことができるという 点がある。 

 

ッフ 主要なアクションは と どなくなる（ ーム ージ に は残る）。いわゆるサ

ービス業とは言え ここでは ノ（ 事）が主 となる。 ータ ング のインフラを用いる

ことがポイントであり 料 人（ 材の見 め アクション）の を発 できるパターンといえる。

材は が というパターンもあり る（ えば り の近くで が を など）

事の 化というパターンもできる。 

 

 

 
 

 

以 のように いわゆる"サービス業 の「 事の提 」だけを にとってみても の ー 競

合状況から して 自分自 のビジ スをどのパターンにすべきかの を に行うことを

できることが示 された。 

 れでは いわゆる" 造業 いわゆる" 業 ではどうなるのであろうか。 にこれを に見て

みたい。 
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３ いわゆる" 造業 の 「 機の提 」を にして 

 

 OI フレーム ークの主 は いか

なるビジ スも ノ インフラ ア

クションの３要 からなるという

ものである。 

 機提 の 合で最も古 的

なパターンは ノ（ 機） イ

ンフラ（ ） アクション（

頭 ）である。ここで ノを主

とする事業は 造業で インフラを

主とすれば 業と ばれること

になる。 

 ここで すべきはアクション

である。これは 機の 用者との

アクションであり これの機 と

質向 こ が 用者が ものである。 えば パ ル の 指示 スマ 活用の 指示の実現な

どはこのカテ ーに入る。 用者の立 でこのアクションを構 し れを実現する方 （ 段）と

して ノ（ 機） インフラを開発するという発 が必要であろう。 

 

 いわゆる" 業 " 業 の 「野 の提 」を にして 

 

 野 の提 を考えてみたい。 ノ

（野 ）の 産を主体にすると

れは 業である。インフラ（ ）

に すれば というサービス

業というのが の考え方である。 

 しかし 最近では 業が野

の P 化（ の ランドで野 を

産）したり あるいは 業主体

が ットを通じて 費者に

するというパターンも ている。 

 まり 野 の提 というビジ

スを構 するために OI フレーム

のもとで ３要 を 野にいれ

費者 ー と既存事業者との競争

との ね合いで 自らのビジ スパ

ターンを構 することが 要であろう。 

 

ビジ ス定 OI フレームの  

 
 ビジ スを ノ（ ） インフラ  アクションの３要 で定 構 することは

からの産業タイプの 定概念にとらわれずに で な方 であろう。 
 に に示すように 日本は競争 のある３要 を っているので これらの い要 を かし

さらに れらの の結合と 合を 向することで 世界の で な競争 を ける 性が い。 
・ ノ（ ）・・・・日本は ノ りは い（ の ノ くりに対応） 
・ ノ（ ）・・・・ ノ りを確立しようとする際に 日本は ノ りの経験 ノウ 
           ウを活用できる。（ ノ りの確立は 題） 
・アクション・・・・日本には 的に「 に対するおもてなし」文化がある・ 
・インフラ・・・・・ 日の日本の 的  




